
　ひと・まち交流館 京都 は、「市民活動総合センター」「福祉ボランティ
アセンター」「長寿すこやかセンター」「景観まちづくりセンター」の４つ
のセンターの複合施設であり、京都市の福祉やまちづくりなどに関する
市民の方々の自主的な活動を支援する拠点です。
　大小の会議室のほか、和室や児童室、福祉用具展示コーナー、作品展
示コーナー、パソコンコーナーなどがあり、ボランティア活動や市民活
動に取り組んでおられる多くの市民の方々にご利用いただいています。
　写真は、地域の子育て支援に取り組んでおられる方々が、乳幼児の遊
び道具や授乳室を備えた児童室を利用されているところであり、子育て
の苦労や悩みを分ち合う場となっています。（詳細は10ページ）。

ひと・まち交流館 京都 は、
市民の自主的な活動を支援します
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人に優しく、災害に強い、社協の総合力とネットワークを活かした
福祉のコミュニティづくりを進めます。社会福祉法人 京都市社会福祉協議会
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玖く

三み

主す

京
都
市
の
社
協
基
本
構
想
に
基
づ
く

共
に
生
き
る
福
祉
の
ま
ち
「
京
都
」
の
実
現
へ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
晴
れ
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
本
会
の
運
営
と
事
業
の
推
進
に
対
し
、
温
か
い
御
理
解
と
一
方
な
ら
ぬ
御

支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
京
都
市
の
社
協
活
動
と
地
域
福

祉
の
発
展
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
社
会
的
孤
立
や
貧
困
等
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、

地
域
に
暮
ら
す
全
て
の
人
々
が
、
つ
な
が
り
、
支
え
あ
い
、
地
域
を
と
も
に
創
る「
地

域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
、
私
ど
も
社
協
が
果
た
す
役
割
へ
の
期
待
が
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
京
都
市
の
社
協
は
、
市
・
区
・
学
区
の
三
層
の
社
協
組
織
の
連
携
に

よ
り
、
住
民
自
身
が
身
近
な
地
域
の
福
祉
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
解
決
を
図
る
住
民

主
体
の
地
域
福
祉
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
判
断
能
力
が
不
十
分

な
方
の
権
利
を
擁
護
す
る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
や
法
人
後
見
事
業
等
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
制
度
の
狭
間
の
問
題
に
対
し
、
寄
り
添
い
支
援
に
取
り
組

む
地
域
あ
ん
し
ん
支
援
員
設
置
事
業
、
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
社
会
生
活
自
立
や
就
労
自

立
に
向
け
て
支
援
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
就
労
体
験
事
業
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取

り
組
む
地
域
支
え
合
い
活
動
創
出
事
業
等
の
京
都
市
か
ら
受
託
す
る
様
々
な
事
業
を
、
社

協
の「
総
合
力
」と「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
発
揮
し
て
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

折
し
も
、
本
会
で
は
、『
共
に
生
き
る
福
祉
の
ま
ち「
京
都
」の
実
現
』を
目
指
し
て
、

住
民
自
身
が
主
人
公
と
し
て
地
域
を
創
る「
住
民
主
体
」を
基
調
に
、
多
様
な
主
体
の
連

携
と
協
働
に
よ
る「
協
議
体
」、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
の「
権
利
擁
護
」、
災
害
を
見

据
え
た「
要
配
慮
者
支
援
」の
４
つ
の
視
点
を
掲
げ
て
、
今
日
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た

め
に
、「
京
都
市
の
社
協
基
本
構
想
」を
策
定
し
、
現
在
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た

実
績
を
礎
に
、
新
し
い
令
和
の
時
代
に
相
応
し
い
活
動
の
発
展
、
強
化
に
向
け
た
推
進

計
画
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
社
協
で
は
、「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」の
策
定
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
、

学
区
社
協
で
は
、
地
域
課
題
を
踏
ま
え
た「
学
区
重
点
プ
ラ
ン
」に
基
づ
く
身
近
な
地
域

の
福
祉
活
動
の
充
実
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
干
支
の
始
ま
り
の
子
年
に
当
た
る

本
年
を
、
市
・
区
・
学
区
に
広
が
る
三
層
の
組
織
力
を
活
か
し
た
取
組
を
力
強
く
展
開

す
る
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位
置
付
け
、
さ
ら
に
邁
進
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
京
都
市
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

と
、
地
域
福
祉
推
進
の
車
の
両
輪
で
あ
る
京
都
市
民
生
児
童
委
員
連
盟
を
は
じ
め
、
関
係

機
関
や
団
体
、
福
祉
施
設
等
の
皆
様
と
の
連
携
の
も
と
、
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て『
共

に
生
き
る
福
祉
の
ま
ち「
京
都
」の
実
現
』に
向
け
て
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
御
支
援

並
び
に
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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元
旦

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
人
に
や
さ
し
く
、
災
害
に
強
い
、

社
協
の
総
合
力
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
福
祉
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
を
基
本

目
標
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
小
石
玖
三
主

会
長
、
村
井
信
夫
顧
問
を
は
じ
め
と
さ
れ
る
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
福
祉
に
対
す
る

御
熱
意
と
多
大
な
御
尽
力
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
常
々
の
御

指
導
・
御
支
援
に
心
か
ら
感
謝
し
、
こ
の
一
年
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
就
任
以
来
、
現
地
現
場
主
義
に
徹
し
、
お
訪
ね
し
た
1
万
を
超
え
る
現
場
・
市
民

の
皆
様
の
御
活
動
の
場
で
、
改
め
て
京
都
の
市
民
力
・
地
域
力
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
、

感
謝
。
皆
様
の
お
声
を
市
政
に
い
か
し
、
厳
し
い
財
政
の
中
で
も
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
り
、
福
祉
、
子
育
て
・
教
育
、
文
化
、
環
境
、
景
観
、
経
済
の
活
性
化
、
防
災
・
安
心

安
全
を
最
優
先
に
、
皆
様
と
共
に
汗
す
る
「
共
汗
」
で
挑
戦
し
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
例
え
ば
、
ご
み
量
は
ピ
ー
ク
時
か
ら
半
減
。
国
基
準
の
1
・
3
倍
の
優

れ
た
保
育
士
を
確
保
し
、
保
育
所
等
6
年
連
続
待
機
児
童
ゼ
ロ
。
ひ
き
こ
も
り
を
は
じ

め
複
合
的
な
課
題
が
顕
在
化
す
る
「
８
０
５
０
」
問
題
へ
の
対
応
に
着
手
。
小
中
高
の

教
育
を
充
実
。
市
内
の
犯
罪
は
5
年
間
で
45
％
減
と
過
去
最
少
。
京
都
経
済
百
年
の
計

「
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー
ル
京
都
で
開
設
し
、
中
小
・
地
域
企
業
を
応
援
す
る

条
例
を
制
定
、
支
援
体
制
を
拡
充
。

民
間
で
実
施
す
る
方
が
良
い
仕
事
は
民
間
に
！ 

行
財
政
改
革
の
断
行
！ 

市
職
員
を

3
3
0
0
人
削
減
、
年
間
2
7
0
億
円
の
費
用
を
捻
出
し
、
市
民
の
皆
様
に
お
約
束
し

た
政
策
・
公
約
を
実
現
！
（
国
の
交
付
税
の
大
幅
削
減
、
昨
年
の
災
害
対
策
、
福
祉
予

算
増
等
に
よ
り
財
政
は
厳
し
い
状
況
）

こ
れ
ら
の
結
果
、
京
都
市
が
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
を
目
指
す
国
連
の

「
S
D
G
s
」
先
進
度
や
都
市
力
の
総
合
評
価
（
2
年
連
続
）
で
全
国
1
位
に
。
そ
し

て
、
市
内
の
雇
用
者
数
は
5
年
間
で
5
・
7
万
人
（
う
ち
正
規
雇
用
4
・
2
万
人
）

増
、
市
税
収
入
は
6
年
間
で
2
4
6
億
円
増
な
ど
、
未
来
に
明
る
い
兆
候
！ 

市
民
の

皆
様
の
御
尽
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
観
光
消
費
額
が
1
・
3
兆
円
（
京
都
市
民
の
年
間
消
費
支
出
の
52
％
に
相
当
）

を
突
破
し
た
観
光
面
で
は
、「
混
雑
」「
宿
泊
施
設
の
急
増
」「
マ
ナ
ー
対
策
」
な
ど
新
た

な
課
題
も
。
違
法
民
泊
は
99
％
を
営
業
中
止
・
撤
退
さ
せ
、
さ
ら
に
市
民
の
安
全
安
心

と
地
域
文
化
の
継
承
を
重
要
視
し
な
い
宿
泊
施
設
は
「
お
断
り
」
す
る
な
ど
、
市
民
生

活
を
最
重
要
視
し
た
持
続
可
能
な
観
光
へ
、
皆
様
と
共
に
50
の
取
組
を
徹
底
し
ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
京
都
の
ま
ち
を
よ
り
安
全
安
心
に
、
よ
り
豊
か
に
発
展
さ
せ
て

い
く
べ
く
全
身
全
霊
を
か
け
て
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
。

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
の
再
オ
ー
プ
ン
、
文
化
庁
の
京
都
へ
の
全
面
的
移
転
や
京
都

芸
大
の
移
転
も
見
据
え
、
文
化
・
科
学
、
地
域
力
・
人
間
力
な
ど
あ
ら
ゆ
る
京
都
の
強

み
を
い
か
し
、
新
産
業
の
創
出
や
、
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
構
築
へ
！ 

そ
れ
ら
を
市
民
生
活
の
豊
か
さ
に
つ
な
げ
、「
世
界

の
文
化
首
都
・
京
都
」
へ
の
飛
躍
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
様
と
共
々
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
京
都
を
共
々
に
！ 

京
都
の
強
み
で
あ
る

市
民
力
・
地
域
力
・
文
化
力
を
更
に
い
か
し
て
！

か 

ど
　 

か 

わ

だ 

い
　 

さ 

く

京
都
市
長

3 2



３回シリーズ特集

少
子
高
齢
化
の
進
行
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体

化
、
孤
立
や
貧
困
の
問
題

の
深
刻
化
、
災
害
の
増
加

な
ど
、
地
域
社
会
を
取
り

巻
く
状
況
が
変
化
す
る
中

で
、
健
康
す
こ
や
か
学
級

を
は
じ
め
訪
問
活
動
や
地

域
サ
ロ
ン
・
子
育
て
サ
ロ

ン
な
ど
地
域
の
絆
づ
く
り

事
業
を
中
心
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

学
区
社
協
会
長
か
ら
は

「
住
民
同
士
の
顔
の
見
え

る
関
係
や
つ
な
が
り
が
少

し
ず
つ
増
え
て
き
た
」

「
区
役
所
や
専
門
職
、
福

祉
施
設
の
方
と
と
も
に
、

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

機
会
が
増
え
た
」
と
い
う

地
域
課
題
と
し
て
「
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
増
え
た
。
外
に
出

て
こ
ら
れ
な
い
人
や
孤
独
死
も
増

え
た
」「
町
内
会
に
入
ら
な
い
人

も
増
え
、
高
齢
者
や
要
支
援
者
の

把
握
は
難
し
い
。
と
く
に
マ
ン

シ
ョ
ン
住
民
の
方
が
把
握
で
き
な

い
」「
生
き
づ
ら
さ
や
困
り
ご
と

を
抱
え
て
い
る
人
の
課
題
が
把
握

し
づ
ら
い
」
と
い
っ
た
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

支
援
が
必
要
な
人
を
住
民
同
士

で
支
え
る
活
動
を
進
め
て
、
一
人

で
も
多
く
の
方
の
福
祉
の
意
識
を

高
め
て
い
く
た
め
「
多
世
代
が
集

ま
れ
る
場
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

「
他
の
区
や
学
区
の
活
動
、
障
害

や
災
害
分
野
の
こ
と
を
学
ぶ
場
づ

く
り
が
こ
れ
か
ら
大
切
だ
と
思

う
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。
一
方
、
組
織
面
の
課
題
と

し
て
「
役
員
を
含
む
担
い
手
が
高

齢
と
な
り
、
メ
ン
バ
ー
の
固
定
化

や
、
他
の
団
体
と
兼
職
が
広
が
る

中
で
、
担
い
手
を
増
や
し
て
事
務

声
が
あ
り
、
学
区
社
協
活
動
が
地

域
に
根
を
張
り
、
関
係
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
き
た
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

士
で
地
域
の
問
題
を
話
し

合
う
懇
談
会
、
実
態
調
査

や
学
区
独
自
の
重
点
的
な

活
動
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
住
民
の

方
々
が
中
心
と
な
っ
て
生

活
や
福
祉
の
課
題
を
明
ら

か
に
し
な
が
ら
、「
学
び

合
う
」「
ふ
れ
あ
う
」「
支

え
合
う
」
活
動
を
、
学
区

社
協
、
区
社
協
、
市
社
協

の
「
総
合
力
」
と
、
行
政

や
関
係
機
関
、
施
設
な
ど

と
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
発
揮
し
て
「
共
に
生
き

る
福
祉
の
ま
ち
〝
京
都
〟

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
の
で
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

局
体
制
を
強
化
し
な
い
と
し
ん
ど

い
」「
賛
助
会
費
が
減
少
す
る
中

で
、
事
業
活
動
の
資
金
を
ど
う
し

て
い
く
か
」
な
ど
不
安
の
声
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
く

に
賛
助
会
費
に
つ
い
て
は
約
３
分

の
１
を
超
え
る
学
区
社
協
会
長
か

ら
「
足
り
な
い
」
と
回
答
が
あ

り
、
町
内
会
か
ら
の
脱
退
や
加
入

者
が
増
え
な
い
中
で
い
か
に
財
源

を
確
保
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
態
が
明
ら
か
に

な
る
中
、
学
区
社
協
で
は
区
社
協

と
連
携
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
担
い
手
）
の
養
成
や
住
民
同

●健康すこやか学級

●地域の絆づくり事業
　● 訪問活動（見守り）　　

　● 地域サロン（居場所）　

　● 子育てサロン（居場所）

●住民交流イベント

●災害要配慮者支援災害対策活動

■平成 17 年
■平成 29 年

132学区
215学区（83学区増）

76学区
132学区（56学区増）

61学区
136学区（75学区増）

147学区
200学区（53学区増）

14学区
40学区（26学区増）

60学区（60学区増）
0学区

（全219学区）

賛
助
会
費
と
は

　
区
社
協
と
学
区
社
協
の
活
動
に
ご
賛
同

い
た
だ
け
る
個
人
や
団
体
（
企
業
）
に
ご

加
入
い
た
だ
く
賛
助
会
員
か
ら
お
預
か
り

す
る
貴
重
な
浄
財
で
、
身
近
な
地
域
の
福

祉
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
社
協

と
学
区
社
協
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 地域の課題 これからの学区社協活動

学区社協活動の担い手減少（141学区） ボランティア(担い手)の養成（81学区）

住民同士のつながりの希薄化（89学区） 住民で地域の問題を話し合う懇談会（79学区）

高齢者の介護・支援（85学区） 多世代の住民が自由に集える場づくり（75学区）

孤立する人の増加（81学区） 課題の把握や実態調査（71学区）

防災に関すること（71学区） 学区独自の中長期的な活動プラン（53学区）

� （全219学区）

学
区
社
協
活
動
の
変
化

学
区
社
協
が
抱
え
て
い
る
課
題

学
区
社
協
活
動
が
し
っ
か
り

根
を
張
り
、
大
き
く
広
が
る

「
学
び
合
う
」「
ふ
れ
あ
う
」「
支
え
合
う
」

活
動
の
継
承
と
発
展

今 ～誰
だ れ

もが安
あ ん

心
し ん

して暮
く

らし、
　つながりのある地

ち

域
い き

づくり～

十分足りている
6.4％

その他 8.2％

足りて
いる
27.4％

ちょうどよい 22.8％

少し
足りない
22.4％

かなり
足りない

12.8％
賛助会費の

充足度 

　
昨
年
10
月
に
、時
代
に
即
し
た
地
域
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る
基
礎

資
料
と
し
て
、「
学
区
社
協
実
態
調
査
」
を
実
施
し
、
２
１
９
の
全
学

区
社
協
か
ら
の
「
声
」
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
最
終
回
は
、実
態
調
査

の
ま
と
め
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
届
け
し
ま
す
。

学
が っ

区
く

社
し ゃ

協
き ょ う

の
いま

▲

「
学
び
合
う
」
活
動
（
右
京
区
・
安
井
学
区
福
祉
委
員
会
議
）

▲

「
ふ
れ
あ
う
」
活
動
（
北
区
・
紫
竹
学
区�

カ
フ
ェ〝
ふ
らっ
と
紫
竹
〟）

❸

5 4



各部署の取組を紹介します

基
調
報
告

い
か
に
地
域
福
祉
を
進
め
る
か

「
共
に
生
き
る
」
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性

コーディネーター
藤松 素子 氏
佛教大学�
社会福祉学部教授

　
「
生
き
づ
ら
い
」
と
い
わ
れ
る
現
代
社
会
に

は
、
自
助
の
強
調
や
制
度
の
狭
間
、
社
会
的

孤
立
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？�

ま

ず
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
気
づ
く

こ
と
・
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

専
門
職
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
解
決

の
方
向
が
見
え
て
き
ま
す
。
地
域
住
民
を
は

じ
め
、
専
門
職
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
支
援
が
広
が
り
ま
す
。

実
践
報
告

　
　
　

地
域
の
中
で
、
支
援
の
輪
を
広
げ

困
っ
て
い
る
人
を
支
え
合
う櫻井 孝洋 氏

上京区社会福祉協議会�
地域あんしん支援員

　

　
民
生
委
員
か
ら
「
ご
み
屋
敷
に
な
っ
て
い

る
家
が
あ
る
」
と
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
80

代
の
男
性
が
、
50
代
の
長
男
と
同
居
し
て
お

り
、
ご
み
堆
積
の
他
に
も
複
数
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。「
地
域
あ
ん
し
ん
支
援
員

設
置
事
業
」
は
、
制
度
の
狭
間
や
複
合
的
な

課
題
な
ど
既
存
の
制
度
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
課
題
を
抱
え
る
方
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く
取
組
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
ら
ず
支
援
に
行
き
づ

ま
っ
た
時
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
考
え
助

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
支
援
を
進
め
る
こ
と

で
、
学
区
社
協
に
お
い
て
も
居
場
所
カ
フ
ェ

に
快
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
地
域
と
関
係
機
関
に
つ
な
が
る
こ

と
で
、
ご
本
人
を
「
困
っ
た
人
」
で
は
な
く

「
困
っ
て
い
る
人
」
と
し
て
受
け
止
め
、
支

え
合
う
活
動
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

関
わ
れ
る
人
が
、
関
わ
れ
る
と
こ
ろ
で

心
を
開
く
ふ
れ
あ
い
を

辻井 美智子 氏
上京区滋野学区
民生児童委員協議会
会長

　

　
ご
近
所
さ
ん
が
回
覧
板
を
渡
そ
う
と
声
を

か
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
世
帯
が
課
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
相

談
を
受
け
た
民
生
委
員
が
区
社
協
（
地
域
あ

ん
し
ん
支
援
員
）
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
連
携
し
た
こ
と
で
配
食
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
り
、
民
生
委
員
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
送
り
迎
え
を
す
る
こ
と

で
居
場
所
カ
フ
ェ
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
服
装
な
ど
の
見
た
目
に
も
変
化
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
遠
方
に
暮
ら
す
娘
さ
ん

か
ら
の
提
案
で
始
ま
っ
た
「
連
絡
ノ
ー
ト
」

に
よ
っ
て
、
家
族
と
支
援
者
の
情
報
共
有
も

図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
支
援
者
が
関
わ
れ
た
こ
と
で
、
ご
本
人
の

心
を
開
き
、
民
生
委
員
も
一
人
で
抱
え
込
む

こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
統
括
保
健
師
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
方
の
支

援
に
あ
た
っ
て
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
関
係

分
野
を
組
織
的
に
つ
な
げ
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
困
り
ご
と
を
抱
え
る
方
の
中
に

は
、
自
ら
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
地
域

や
関
係
機
関
か
ら
の
相
談
を
き
っ
か
け
に
つ

な
が
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
課
題
の
解
決
だ

け
で
な
く
、
困
り
ご
と
を
抱
え
た
ご
本
人
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
継
続
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
後
も
、
地
域
で

と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
人
と
し
て
、
見
守

り
、
関
わ
り
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
と
め

　

　
最
後
に
藤
松
氏
は
、「
地
域
の
困
っ
た
人

で
は
な
く
、『
実
は
困
っ
て
お
ら
れ
る
人
』

と
い
う
気
づ
き
が
次
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地

域
も
家
庭
の
事
情
も
様
々
で
、
試
行
錯
誤
で

進
め
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
関
係
づ
く

り
は
時
間
を
か
け
て
こ
そ
実
る
も
の
で
あ

り
、
産
物
と
し
て
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

生
ま
れ
ま
す
。
連
携
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
に

活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　
8
月
30
日
（
金
）、
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
に
て
、
京
都
市
民
生
児
童
委
員
連
盟
と
合
同

で
「
地
域
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
来
賓
と
し
て
門
川
京
都
市
長
、
山
本
京
都
市
会

議
長
、
青
野
京
都
市
会
副
議
長
を
は
じ
め
、
三
宅
保
健
福
祉
局
長
、
安
部
健
康
長
寿
の
ま

ち
・
京
都
推
進
担
当
局
長
、
久
保
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
長
、
各
区
長
・
担
当
区
長
を
お

迎
え
し
、
社
協
関
係
者
や
民
生
児
童
委
員
、
関
係
行
政
職
員
な
ど
お
よ
そ
5
0
0
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
上
京
区
に
お
け
る
社
会
的
な
孤
立
の
状
態
に
あ
る
世
帯
へ
の
支
援
の

実
践
か
ら
、
社
協
と
民
生
委
員
、
行
政
の
連
携
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

「
気き

づ
き・つ
な
ぎ・支さ

さ

え
る
」力ち

か
ら

の

向こ
う

上じ
ょ
う

を
め
ざ
し
て

令れ
い

和わ

元が
ん

年ね
ん

度ど 

地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

推す
い

進し
ん

セ
ミ
ナ
ー

地域

支援部

ち　いき

し　えん　ぶ

地
域
福
祉
を
活
性
化
し

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

　

式
典
で
は
、
小
石
会
長
、
門
川
京
都
市

長
、
山
本
京
都
市
会
議
長
が
挨
拶
を
述
べ
ら

れ
、
福
祉
の
絆
づ
く
り
事
業
贈
呈
式
で
は
、

21
団
体
に
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ェ
フ�

バ
ー
グ
ラ
ン
ド
氏
を
お

招
き
し
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
こ
こ
ろ

が
息
づ
く
ま
ち
・

京
都
―
わ
た
し
た

ち
が
『
と
も
に
生

き
る
』
と
い
う
こ
と
―
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

実
践
的
な
防
災
知
識
を
学
ぶ

～
命
を
守
る
行
動
か
ら
備
え
る
こ
と
に
つ
い
て
～

会
場
で
は
、
市
社
協
や
多
様
な
機
関
・
団

体
が
出
展
。（
一
社
）
お
い
し
い
防
災
塾
の

「
防
災
お
か
し
ポ
シ
ェ
ッ
ト
づ
く
り
」で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
飴
玉
を

使
っ
た
ポ
シ
ェ
ッ

ト
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。
参
加
し

た
お
子
さ
ん
の
母

親
は
「
子
ど
も
と

楽
し
み
な
が
ら
災

害
に
備
え
ら
れ
る
」「
非
常
食
や
避
難
所
に

つ
い
て
、
子
ど
も
と
話
す
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
家
庭
版
真
空

調
理
「
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
実
演
で

は
、
ポ
リ
袋
に
食
材
を
入
れ
て
真
空
状
態
に

し
、
少
な
い
水
と
調
理
器
具
で
衛
生
的
に
調

理
す
る
方
法
を
紹
介
。
下
京
消
防
団
か
ら

は
、
成
人
や
乳
幼
児
の
応
急
処
置
を
学
び
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
防

災
の
知
識
と
知
恵
が
身
に
つ
く
「
イ
ザ
!
カ

エ
ル
キ
ャ
ラ
バ

ン
！
」
や
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
を
活
用
し
た

防
災
情
報
を
収

集
す
る
術
を
学

ぶ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
「
災
害
」
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を
幅

広
く
お
伝
え
し
ま
し
た
。

災
害
時
、
自
分
自
身
・
家
族
・
地
域
で
の

被
害
を
少
し
で
も
小
さ
く
す
る
た
め
に
、
今

で
き
る
こ
と
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
具
体
的
に
考
え
、
行
動
す
る
き
っ
か
け
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

〜
共と

も

に
つ
く
ろ
う 

き
ょ
う
の
絆き

ず
な

〜

▲災害時に役立つパッククッキング

▲防災おかしポシェットづくり

▲教えて消防団員さん！！
災害時に役立つあれこれ

福祉
ボランティア
センター

ふくし

▲ジェフ�バーグランド氏
京都外国語大学国際貢献
学部グローバル観光学科長

　
10
月
13
日
（
日
）、
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館 

京
都
に
て
、「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
第
10
回

「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

社
協
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
1
5
0
0
人

の
市
民
の
皆
さ
ん
が
来
場
さ
れ
、
福
祉
や
災
害
時
の
備
え
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

福ふ
く

祉し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

社し
ゃ

協き
ょ
う

フ
ェ
ス
タ
を
開か

い

催さ
い

◦大徳寺保育園　　　� ◦オレンジカフェ上京実行委員会
◦行ってみよう会　　� ◦京都こどもクッキング
◦オータムフェスタ 2019実行委員会� ◦中京保護司会
◦認定NPO法人アンビシャス� ◦岩屋こども園アカンパニ　�
◦ヘルパーステーションきよみず苑� ◦青い空保育園　　　　�
◦社会福祉法人京都育成の会�西寺育成苑� ◦京都母子生活支援施設協議会
◦嵐山寮地域密着型総合ケア施設ひろさわ���◦こぐま松尾キッズクラブ　�
◦嵐山寮特別養護老人ホームうたの� ◦ NPO法人なんてん�友輪館
◦元向島中学校跡地地元利用運営委員会� ◦みなネット
◦高齢者福祉総合施設ももやま　� ◦サロンくいな　� ◦京都市うずまさ学園�京都市太秦障害者デイサービスセンター

福祉の絆づくり事業助成 贈呈団体・施設紹介（21団体・施設、順不同、敬称略）
事
例
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
む前田 えり子 氏

上京区役所�
健康長寿推進課�
担当課長
（統括保健師）

こ
の
事
業
の
開
催
に
あ
た
り

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」、「
公
益

財
団
法
人
京
遊
連
社
会
福
祉
基

金
」
の
助
成
金
を
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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各部署の取組を紹介します

チ
ャ
レ
ン
ジ
就
労
体
験
事
業

は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
に
基
づ
く
就
労
準
備
支

援
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
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チ
ャ
レ
ン
ジ
就し

ゅ
う

労ろ

う

体た

い

験け

ん

事じ

業ぎ
ょ
う

― 

社し
ゃ

協き
ょ
う

の
総そ

う

合ご
う

力り
ょ
く

を
活い

か
し
て
取と

り
組く

む

　
　
　
　
　
　
　
　 

生せ
い

活か
つ

困こ
ん

窮き
ゅ
う

者し
ゃ

の
自じ

立り
つ

支し

援え
ん 

―

　
市
社
協
で
は
、
区
社
協
と
連
携
し
、
す
ぐ
に
就
労
す
る

こ
と
が
困
難
な
生
活
困
窮
者
の
自
立
を
支
援
す
る
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
就
労
体
験
事
業
」
を
平
成
25
年
度
か
ら
京
都
市
の

委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
病
気
や
障
害
・
長
期
間
の
離
職
な
ど
の

理
由
か
ら
、
す
ぐ
に
働
く
こ
と
が
困
難
な
生
活
困
窮
者
な

ど
に
対
し
て
、地
域
の
事
業
所
の
ご
協
力
を
得
て
、有
期・

短
時
間
の
就
労
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
社
会
生
活
の

自
立
や
就
労
に
向
け
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
今
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ひ
き
こ
も
り
」
や
「
社
会
的

孤
立
」
の
問
題
で
す
が
、
背
景
に
病
気
や
障
害
、
複
雑
な

家
庭
環
境
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
働
き

た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
、
自
信
が
な
い
・
長
期
間
の
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
る
と
い
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
就
労
体
験
で
は
、そ
う
い
っ
た
不
安
を
抱
え
る
方
が
、

自
分
ら
し
く
働
く
た
め
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

生活

支援部

せい　かつ

し　えん　ぶ

Q  どんな仕事が
　あるの？
A  清掃や職員の補助

業務など。作業内
容は、体験希望者・
体験先と相談して
決めています。

◦センター内の清掃
◦庭木の剪定・除草作業
◦ 事務補助（広報紙折り等）、

利用者応対　等

◦センター内の清掃　◦洗濯物干し・畳み
◦送迎車両清掃　　　◦配膳、食器洗い
◦整髪補助　　　　　◦花壇の水やり　
◦レクリエーション、工作補助　等

Q  どんな人が
　対象になるの？
A  長期間の離職（就労

経験がない方も含む）
や体調面からすぐに
働くことが難しい生
活保護受給者・生活
困窮者が対象です。

・平均年齢は43歳。
 （18歳～ 64歳）
・男性７割、女性３割。
・平均離職期間は８年。
 （平成30年度実績）

　受入の際には、事前に体験者
の生活状況などを聞いてはいる
ものの、どう対応してよいか悩
みました。体験者にとって一つ
のステップなので、今後に繋げ
る声かけを丁寧に行いました。
体験者が自分の足で人生を歩ん
でいくきっかけになれるよう、
福祉施設の社会貢献として、今
後も積極的に取り組んでいきた
いと考えています。

　

　受入開始当初は不安も多くあ
りましたが、実際に体験者と関
わりをもち、体験者の変化を感
じられると職員のやりがいや学
びにつながりました。市社協が
運営する施設として、今後も
チャレンジ就労体験の受入、そ
の後の就労も想定しながら、積
極的に取り組んでいきたいと
思っています。

体
験
の
よ
う
す

　
週
１
回
、
１
時
間
の
清
掃
活
動
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。
初
回
は
開
始
15

分
前
に
来
ら
れ
、
丁
寧
に
作
業
し
、

一
人
で
は
で
き
な
か
っ
た
動
作
を
家

で
練
習
す
る
な
ど
、
と
て
も
真
面
目

な
方
で
、
ご
本
人
の
良
い
と
こ
ろ
を

褒
め
な
が
ら
仕
事
を
す
る
上
で
大
切

な
こ
と
な
ど
を
随
時
お
話
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
る
様
子
で

し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て
、
自
分
か

ら
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
体

験
中
も
笑
顔
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
表

情
が
豊
か
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
だ
っ

た
方
が
、
趣
味
や
家
族
の
話
を
す
る

よ
う
に
な
り
、
体
験
終
了
時
に
は
、

自
身
の
思
い
を
職
員
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

体
験
の
よ
う
す

　
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
人
と
の
関
わ
り

が
苦
手
な
方
で
、
体
験
を
開
始
し
た
当

初
は
週
２
回
、
２
時
間
の
短
時
間
の
活

動
で
し
た
が
、
徐
々
に
体
力
が
つ
い
て

時
間
を
延
ば
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
人
で
で
き
る
作
業
等
を
通
し

て
職
員
や
利
用
者
と
の
挨
拶
か
ら
関
わ

り
を
始
め
、
徐
々
に
フ
ロ
ア
で
利
用
者

と
関
わ
っ
た
り
、
一
緒
に
作
業
を
す
る

よ
う
に
な
る
な
ど
、
活
動
内
容
を
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
体
験
終
了
後
も
継
続
し
た
い
と
希
望
さ

れ
、
そ
の
ま
ま
就
労
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
就
労
体
験
時
と
同
じ
も
の
に
し
て

い
ま
す
が
、
定
期
的
に
ご
本
人
と
相
談
し

な
が
ら
少
し
ず
つ
業
務
内
容
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
「
生
き
が

い
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・
健
康
づ
く

り
」
を
支
援
す
る
施
設
で
す
。
京
都
市

内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
市
社

協
で
は
、
市
内
17
箇
所
の
う
ち
16
箇
所

を
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
市
社
協
で
は
市
内
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
17
箇
所
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン

タ
ー
12
箇
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
５
箇
所
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
１
箇

所
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
１
箇

所
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
１
箇
所
の
計
37

箇
所
を
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
体
験
し
て
ま
す
！

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

こ
ん
な
体
験
し
て
ま
す
！

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 体験の内容

体験の内容

■■■■■

■■■■■

体 験 先 の 声

体 験 先 の 声
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支援対象者の推移

体験先の推移

Q  どんな体験先が
　 あるの？
A  高 齢・障 害・児 童 分

野の福祉施設、スー
パ ー、カ フ ェ な ど。
市 内159箇 所 の 事
業 所 に ご 協 力 い た
だいています。

Q&A
長寿

すこやか
センター

ちょうじゅ

介護保険

事業部

かい　ご 　 ほ　けん

じ　ぎょう　ぶ

　
昨
年
度
は
、
支
援
対
象
者
１
２
８
名
の
う
ち
54
名

が
体
験
を
終
了
し
、
う
ち
15
名
が
一
般
就
労
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
体
験
後
に
就
労
継
続
支
援
事

業
所
へ
の
通
所
に
つ
な
が
っ
た
人
や
、
ひ
き
こ
も
り

が
ち
だ
っ
た
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
活
動
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、就
労
だ
け
で
な
く
、

体
験
を
通
し
て
生
活
に
良
い
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う

方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
体
験
先
か
ら
も
受
入
を
通
し
て
「
地
域

の
困
っ
て
い
る
人
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」、

「
職
員
の
間
で
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
雰
囲
気
が
広

ま
っ
た
」
な
ど
の
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

内　訳
計 159箇所

福祉施設
138箇所

一般企業９箇所
その他
12箇所
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各部署の取組を紹介します

075-255-0883

子
育
て
中
の
親
子
の
居
場
所
と

な
っ
て
い
る
子
育
て
サ
ロ
ン
の
多

く
は
、
地
域
の
学
区
社
協
や
民
協

な
ど
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
社
協
が

運
営
す
る
児
童
館
で
は
、
会
場
や

備
品
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
子
育

て
サ
ロ
ン
へ
の
支
援
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

南
大
内
児
童
館
を
会
場
に
毎
月

１
回
活
動
さ
れ
て
い
る
南
大
内
校

区
子
育
て
サ
ロ
ン
「
は
ぴ
は
ぴ
」

で
は
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
工
作

や
季
節
行
事
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
や

豆
ま
き
な
ど
多
彩
な
企
画
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
児
童
館
ま
つ
り
の
会
場
が
小
学
校
の
体
育
館
に
移
る
こ
と
と
な

り
「
は
ぴ
は
ぴ
」
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
、「
乳
幼
児
コ
ー
ナ
ー
を
担

当
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
」
と
声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
快
く
応
じ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、「
は
ぴ
は
ぴ
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
乳
幼
児
親
子

が
一
緒
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
体
操
」
を
踊
っ
た
り
、
手

作
り
の
「
お
ね
ん
ね
ア
ー
ト
」
を
企
画
し
た
り
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
了
後
、「
は
ぴ
は
ぴ
」
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
「
乳
幼
児
親
子
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
て
や
り
が
い
が
あ
っ
た
」「
ま
た
、
来
年
も
ま
つ
り
に
協
力
し

た
い
」「
ま
つ
り
の
会
場
が
学
校
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
は
ぴ
は
ぴ
」
の
活
動
の
場
が
児
童
館
か
ら
外
に
広
が
り
、
地
域
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
児
童
館
の
職
員
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
つ

な
が
り
の
な
か
っ
た
方
と
の
出
会
い
の
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

継
続
的
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
児
童
館
を

利
用
す
る
子
育
て
世
代
と
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
が
つ
な
が
り
、
子

育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
、
力
強
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
研
修
・
介
護
実
習
普

及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
様
々
な
研
修

を
実
施
し
て
お
り
、
研
修
内
容
を

職
場
で
実
践
し
、
活
か
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
の
事

業
を
研
修
で
実
践
報
告
し
、
地
域

共
生
社
会
実
現
の
た
め
に
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
地
域

子
育
て
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

で
は
、
社
会
福
祉
法
人
京
都
福
祉

サ
ー
ビ
ス
協
会
京
都
市
修
徳
児
童

館
の
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取

組
を
実
践
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

実
践
報
告
を
行
っ
た
当
時
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た

の
か
、
京
都
市
修
徳
児
童
館
の
木

戸
玲
子
館
長
に
取
材
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

京
都
市
修
徳
児
童
館
の
『
修
徳

カ
レ
ー
の
日
』
は
、
併
設
し
て
い

る
総
合
福
祉
施
設
修
徳
の
食
堂
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
孤
食
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
独
居
高
齢
者
や

子
ど
も
た
ち
が
食
事
を
楽
し
み
な

が
ら
、
安
心
で
き
る
居
場
所
を
創

出
す
る
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

「
ひ
と
り
で
ご
飯
を
食
べ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
方
や

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
施
設
の
職

員
な
ど
様
々
な
世
代
に
か
か
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
話
を
聞

い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い

褒
め
ら
れ
認
め
ら
れ
、
誰
か
の
た

め
に
自
分
の
力
を
生
か
す
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
少

し
先
を
行
く
大
学
生
や
若
い
職
員

を
モ
デ
ル
に
、
自
分
の
将
来
を
思

い
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
高
校
生

も
い
ま
す
。『
そ
の
ま
ま
で
こ
こ

に
い
て
い
い
ん
だ
』
と
い
う
居
場

所
を
今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

ま
た
、
実
践
報
告
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
職
場
全
体
で
こ
れ
ま

で
の
事
業
の
振
り
返
り
が
で
き
、

事
業
の
見
直
し
も
図
れ
ま
し
た
。

児
童
館
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
方

と
一
緒
に
事
業
を
進
め
て
き
た
成

果
が
職
員
の
や
り
が
い
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。」
と
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。

研
修
後
の
行
動
変
容
が
支
援
の

質
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ

ひ
当
セ
ン
タ
ー
の
研
修
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
サ
ロ
ン
活

動
の
「
プ
ー
さ
ん
」

は
、
ひ
と
・
ま
ち
交

流
館
京
都
の
近
隣
５

学
区
の
主
任
児
童
委

員
が
共
同
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
、
サ
ロ
ン
や
訪

問
活
動
を
と
お
し
て

親
子
が
孤
立
し
な
い

よ
う
仲
間
作
り
の
お

手
伝
い
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
当
館
の
周
辺
地
域
は
子
ど
も
が
多
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
保
育
園
、
児
童
館
な
ど
様
々
な
施
設
、
機
関
が
連

携
し
て
情
報
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
サ
ロ
ン
に
は
毎
回
多
く

の
親
子
が
集
ま
り
新
た
な
出
会
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
当
館
の
児
童
室
は
、
授
乳
室
や
遊
び
道
具
が
整
備
さ
れ

て
い
る
の
で
利
用
者
に
安
心
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

▲�子育てサロン「プーさん」代表の柴山さん（右）

▲�子育てサロン「はぴはぴ」クリスマス会集合写真

児
じ

童
ど う

室
し つ

を活
か つ

用
よ う

して子
こ

育
そ だ

てサロン
「プーさん」が進

す す

める親
お や

子
こ

の仲
な か

間
ま

づくり

南
みなみ

大
お お

内
う ち

校
こ う

区
く

子
こ

育
そ だ

てサロン
子
こ

育
そ だ

て支
し

援
え ん

のネットワーク「はぴはぴ」

社会福祉研修

介護実習普及
センター

しゃかいふくしけんしゅう

かいごじっしゅうふきゅう 地
ち

域
い き

子
こ

育
そ だ

て支
し

援
え ん

ステーション研
け ん

修
しゅう

後
ご

の行
こ う

動
ど う

変
へ ん

容
よ う

 
～京

きょう

都
と

市
し

修
しゅう

徳
と く

児
じ

童
ど う

館
か ん

『修
しゅう

徳
と く

カレーの日
ひ

』実
じ っ

践
せ ん

報
ほ う

告
こ く

～

 対象者    ０歳～ 18 歳までの児童
　　　  （学童クラブ等、事業によって異なる）
 開館日  月曜～土曜（日曜、祝日、年末年始除く）

『修徳カレーの日』：毎月第３金曜

きょう  と     し   しゅう とく    じ   どう  かん

京都市修徳児童館

 施 設 紹 介

児童館

事業部

　じ　どう　かん

じ　ぎょう　ぶ

ひと・まち

交流館 京都
こうりゅうかん  きょうと
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申込受付後、折り返し弁護士が申込者へお電話します。

まずはお電話を！！

075-255-4990

無

料で手軽な

電話
法律相談

遺言書作成や相続でお困りの方へ

遺言・相続センター
相談料 無料（1回20分）
受　付 平日（月～金）午後1時～3時30分

京都市中京区壬生仙念町30-2〈四条御前西入〉
ラボール京都（公益財団法人 京都労働者総合会館）

TEL075-801-5311　

等のご利用に!

ラボール京都  ラボール京都  

ラボール京都  

多様なニーズに対応できる大ホールと中小会議室全14室（14名～
342名）を2,376円～（２時間利用）とリーズナブルな価格で!
趣味の会や会議・研修などお気軽にご利用ください。

四条御前通バス停 すぐ

西院駅 徒歩１分

貸会議室 ホール

ご寄付のお礼 貴重なご厚志ありがとうございました。（敬称略）

平成30年
12月� �京セラ㈱従業員一同　京セラ株式会社�本社　
� 京セラ労働組合�京都支部
� 株式会社　ホテルプリンセス京都

平成31年
１月� 株式会社　京セラソーラーコーポレーション
� 菱本　修
３月� 野中優子税理士事務所

令和元年�
�５月� 南　徹
�６月� フジモトHD株式会社
�７月� 大同生命保険株式会社
�９月� 木村　信夫
10月� 黄桜株式会社
� 京都ノートルダム女子大学カトリック教育センター
11月� 公益財団法人　京遊連社会福祉基金
� 京都車いす点検ボランティア　スイマルク
� �
※その他複数の匿名の方からもいただいています。�

日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）生活支援員（臨時職員）募集中 !!
　高齢の方や知的・精神に障害のある方
などで、判断能力が十分でない方に対し
て、福祉サービスの利用や日常的な金銭
管理についてお手伝いを行う事業。
　担い手として、利用者の地域生活を支
援する生活支援員を募集しています。
　現在、市社協では、生活支援員となる

ための養成研修の参加者を募集しています。関心をお持
ちの方は、どうぞお気軽に下記までお問合わせください。
養成研修： 1 月 29 日（水）、1 月 31 日（金）、2 月 4 日（火）

の 3 日間開催。いずれも 13 時 30 分～ 16 時
15 分。会場はひと・まち交流館　京都２階大
会議室。事前申込制。

●申込・問合せ先　生活支援部　電話：075-354-8734

12

�〒600-8127 京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83番地の1
（河原町五条下る東側）「ひと・まち交流館 京都」

●発行人／小石玖三主 ●編集人／芳賀正昭 ●編集協力／株式会社きかんしコム

ホームページで京都市社
協の活動を映像でご覧い

ただけます。携帯電話でもバーコードリーダーで右の
QRコードを読んで簡単アクセス!

　��京都市社協

●発行／社会福祉法人 京都市社会福祉協議会
182号 2020年1月７日発行

TEL.（075）354–8731 FAX.（075）354–8736
京都市社会福祉協議会では、京都市
における環境負荷の管理・低減の規
格であるKESステップ２を認証取得
し、環境負荷軽減に努めています。

この広報誌は一部共
同募金の配分金で発
行しています。


